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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 6月 13日 (2006.6.13)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 　 【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
　 本 発 明 の 課 題 は 、 第 １ と 第 ２ の 面 を 有 す る 装 置 を 提 供 す る こ と に よ っ て 達 成 さ れ る 。 第
２ の 面 は 、 入 射 し た 光 の 一 部 が 透 過 す る よ う な 反 射 率 を 有 し て い る 。 装 置 は 、 波 長 の 連 続
範 囲 内 の そ れ ぞ れ の 波 長 の 入 力 光 を 受 光 す る 。 第 １ 及 び 第 ２ の 面 は 、 入 力 光 が 第 １ と 第 ２
の 面 の 間 で 複 数 回 反 射 さ れ 、 複 数 の 光 が 第 ２ の 面 を 介 し て 透 過 す る よ う に 配 置 さ れ て い る
。 複 数 の 透 過 光 は 互 い に 干 渉 し 、 波 長 の 連 続 範 囲 内 の 他 の い か な る 波 長 を 有 す る 入 力 光 に
対 し て 生 成 さ れ る 出 力 光 と も 空 間 的 に 区 別 可 能 な 出 力 光 を 生 成 す る 。 第 ２ の 面 の 反 射 率 は
、 第 ２ の 面 に 沿 っ て 変 化 し 、 出 力 光 は 第 ２ の 面 に 沿 っ て 望 ま し い ビ ー ム プ ロ フ ァ イ ル を 有
す る よ う に な る 。 位 相 調 節 バ ッ フ ァ レ イ ヤ は 、 第 ２ の 面 か ら 第 １ の 面 に 反 射 さ れ る 光 が 、
第 ２ の 面 に 沿 っ て 均 一 な 光 位 相 を 有 す る よ う に す る た め に 設 け る こ と が 可 能 で あ る 。 更 に
、 位 相 調 節 レ イ ヤ は 、 複 数 の 透 過 光 に 第 ２ の 面 に 沿 っ て 均 一 な 光 位 相 を 持 た せ る た め に 設
け る こ と が 可 能 で あ る 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ２ ｔ × ｃ ｏ ｓ θ ＝ ｍ λ 　 ・ ・ ・ （ １ ）
こ こ で 、 θ は 反 射 面 １ ２ ２ と １ ２ ４ の 面 に 垂 直 な 線 か ら 計 っ た 、 形 成 さ れ た 光 束 の 伝 搬 方
向 で あ る 。 λ は 、 入 力 光 の 波 長 を 示 し 、 ｔ は 、 反 射 面 １ ２ ２ と １ ２ ４ の 間 の 距 離 を 示 し 、
ｍ は 整 数 を 示 す 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 光 軸 の 傾 き θ 0  ≧ （ ａ ＋ ｂ ） ／ ４ ｔ 　 ・ ・ ・ （ ２ ）
（ ａ ＋ ｂ ） の 項 は 、 ａ ＝ ｂ の 時 最 小 と な る 。 こ れ は 、 焦 点 線 ７ ８ が 反 射 面 １ ２ ２ 上 に 位 置



し て い る 状 況 で あ る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ７ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 本 発 明 の 上 記 実 施 形 態 に よ れ ば 、 Ｖ Ｉ Ｐ Ａ は 第 １ と 第 ２ の 反 射 面 （ 図 １ ５ （ Ａ ） の そ れ
ぞ れ 反 射 膜 １ ２ ４ と １ ２ ２ 等 ） を 有 し て い る 。 第 ２ の 面 は 、 入 射 す る 光 の 一 部 を 透 過 さ せ
る よ う な 反 射 率 を 有 し て い る 。 Ｖ Ｉ Ｐ Ａ は 、 波 長 の 連 続 範 囲 内 の そ れ ぞ れ の 波 長 の 入 力 光
を 受 光 す る 。 第 １ と 第 ２ の 面 は 入 力 光 が 、 第 １ と 第 ２ の 面 の 間 で 複 数 回 反 射 さ れ 、 複 数 の
光 が 第 ２ の 面 を 介 し て 透 過 さ れ る よ う に 配 置 さ れ る 。 複 数 の 透 過 光 は 、 互 い に 干 渉 し 、 波
長 の 連 続 範 囲 内 の 他 の い か な る 波 長 の 入 力 光 に 対 し て 生 成 さ れ た 出 力 光 と も 空 間 的 に 区 別
可 能 な 出 力 光 （ 図 ６ の 光 束 ８ ２ ａ あ る い は ８ ２ ｂ の よ う な ） を 生 成 す る 。 第 ２ の 面 の 反 射
率 は 、 第 ２ の 面 に 沿 っ て 変 化 し 、 出 力 光 は 、 第 ２ の 面 に 沿 っ て 所 望 の ビ ー ム プ ロ フ ァ イ ル
を 有 す る （ 例 え ば 、 図 １ ５ （ Ａ ） の 反 射 膜 １ ２ ２ と 図 １ ５ （ Ｂ ） の ビ ー ム プ ロ フ ァ イ ル を
参 照 ） 。 位 相 調 節 バ ッ フ ァ レ イ ヤ は 第 ２ の 面 か ら 第 １ の 面 に 向 か っ て 反 射 さ れ る 光 に 均 一
な 光 位 相 を 与 え る た め に 設 け て も 良 い 。 更 に 、 位 相 調 節 レ イ ヤ は 、 透 過 光 に 均 一 な 光 位 相
を 与 え る た め に 設 け る こ と も 可 能 で あ る 。
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